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問 1

( ア ) 与 式 = - 1 t

7 .
～

③

( 1 ) 与 式 = 一 1

④公
=
上
は ③

( ウ ) 子 式=
= - 24ab
～

の

( I ) 5 式
=

5 .7
=

5 ( 3 xt 2 y ) - 7 ( 2 x - y )

35

=

15 x t 10 Y - 14 x t 7 Y
35

=選 ④

( オ) 与 式 = E
2

t 2×√ 8 × 5 t
5

- 5√8 - 25

= 6 + 1 O√6 + 25 - 508 - 25

= 6 + 56
m～

②



問 2

( ア ) ( x - 5 ) ( x + 3 ) - 2 xt 10

= x
2
- 2x - 15 - 2 x + 1 O

= x
- 4 x - 5

= (x - 5 )(xt )
～～

～
②

( ^ ) 7 x
+

2 x1 は 因数分解できないので一

解 の 公式 より
- 2 ±√2 - 4 × 7 × ヒ)

x =

2 × 7

露
( ウ ) y = axにおいて x が p から f まで 変化する

ときの 変化 の 割合 は
a ( p + q )

なので
-2 × ③ . + ( ) }

= - 2 × ( - 4 )

= 8
～



(別解 )

x= - 3 のとき
. Y

Y = - 2 × (- 3 )
2

- 3 1

ミ
。
…2

> x = 18

。 x = 1 のとき

Y =
- 2 × (- 1 )

2

ー

よって 変化 の 割合 は
Y の 増加量 - 18 (- 2 )-

=

x の 増加量 - 3 ( - )
ー

=砦
= 8
～

④

(エ ) 百 の 位 を xー の 位 を Y とする
。

百 の 位 と 一 の 位 の 和 が 1 0 なので

xt y = 10 一 ①

百 の 位 と 一 の 位 を 入 れかえた数 はこの 自然
数 より 396 大 きいので

100 y + 40 + x = 100 x + 40 ty + 3
～～ ～～

t との 自然数百 の 位 と 一 の 位 を

入 れかえた 数
よって 一 99 x + 99 y = 396

2 両辺 を 99 で
∴ - x ty = 4 - ② 割 る



①
.

② より

xt一
2 Y = 14

y = 7
ま = 7 を ① に代入 して

x + 7 = 10 : x = 3

求 めるのは 一 の 位 ( は ) なので2 ②

(オ )

1
.
n = 35 α とき

= 108 … 平方数 でない

2
.

n = 70 のとき

= 54 … 平方数でない

3
.

n = 105 のとき⑨

= 36 = 62 … 平方数
～

4
.

n = 210 のとき

= 18 … 平方数でない

よって 答 えは ③



問 3

( ア )

( ; )

☆

」 0

* ⑪
二 XA
ゝ

⑨

LAIF と O EH G におて

まず DB 1 AI より 平行線 の 同位角 は等 い
から

LAIE =LDHEM
よって LAIF = LEH G ー① ⑪

次 に 仮定 より

LABC = LABD -

②m

また ,
AC に 対 する 円 周角 は等 しから

∠ ABC = LAEC -
③～

☆

さらに
,
DBTAI より 平行線 の 錯角 は 等 しから

∠ ABD =LBAINM ー④ 0

①
②

.
③ . ④より LAEC =LBAIm

よって L FAI =∠ G E H ー ⑤



① , ⑤ より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しら
AIF G OEHG
～

@

( ii )

D と C を 結 ぶ

LACB は 直径 AB に

) 350 対 する 円 周角 なので
LACB = 9mm

2801
ゝ

127
?

イ DET に 対 する 円周角
、

ク (27
より

28027
~

LDBE = LDCE = 28～つつ 350
ヘ

に 対 する 円周角より
LEDB = LE CB =35

よって

LACD = 90 - ( 28 ' ±35

然
AD に 対 する 円周角 より
～

LACD = LABD =2

仮定より ∠ ABC = LABD なので ,
∠
ABC = 2 で～



AT に 対 する 同周角 より
～

) 357 (2 LABC= LAEC =2
～
9 "

ー また ,
□ H CB の 内角 の和

28 .1 9 l
?

2170 1
(

は 180
”

なので
ク (27で

LCHB = 180 ~ - ( 35± 54 )

28027で
= 91

?

つ 35
ヘ
)

~

対頂角 は 等 しから
LEHG = LCHB = 9～

( i ) より O AIF ∞ O EHG

なので 対応 する 角 は
) 359 27.

～

91
? 等 しから

qIn 280
LAIF = LEHG =～

2170 1

ィ 1 ～9
(2

(

0 A で 外角 の 定理C エ

より
28027で
つっ

ゝ
350 LCAI TLACI = 9～

ヘ

27 + 28 = 55
”

* 外 角 の 定理
よて

< CAI = 91 - 557
0

xty
=36

～

) y へ



( イ )

( i )

デ ー タを 小 さ … 順 に 並る

下位データ 上位デー タ 最大値

13 , 14 , 17 , 7
,
17 , 19 , 21 , 23 , 24.25日第 3 四分数

～
∞ 4

(Q 3 )
最小値 i じ

中央値== 18

第 1 四分位数 (α )
(Q2 )

邰

!楽

( ii ) 6

A . 資料 2より 最頻値 は 20 なので 正の

B .資料 2より 賛成した 人 の 合計
20 ← 26 = 19 t 27 ± 25 + 24 + 20 × 15± 24 ← 20

= 220
～

人



資料 3 より 賛成 した 人 の 合計はは
23 × 10 = 230 人
m

よって 誤 り

注
平均 =

全体の数

⇒ 全 体 の 人数 = 平均 × 7 ラス 数

@

資料 2 のデ ー タを 小 さ …順 に 並 べると
15

.

19
,

20
,

20
,
20

,

24
,

24
,

25
.

26
.2790

Q 2
^ Q 3

ー中央値 =2
= 22

資料 3 の 中 央値は 21なので 正 しい～
～

D
.

資料 2 より 四分位範囲はの⑨
25 - 20 = 5
～ ～

Q 3 Q 2

資料 3 の 四分 位範 囲 は 6 なので 正 しい

以上 より
.
A .

C
. D が 正 し ⇒品



( ウ ) 問 題文 及 びのポイントは 以下 の 通 り

s A さんと B さんは 16 時 に 学校 を出発 し
駅 には 同時 に 着 いた 。

⇒ 国 3 より A さんは 16 時 35 分 に 駅 に

着 いたので B さんも 16 時 35 分 に 駅
m～

に着 いた 。
～～

。 B さんの 移 タ 動 中 の 速さは 一定
⇒ グラフの 傾 きの 絶対値 は 等 ツ
w

∞ B さんの移動 は

学校 → “ちょう 国書館 → かもめ国書館
1800 m 600 m 1200 m

よって 移動 した道 のりの 合計 は
1800 m t 600 m ← 1200 m = 3600mmm

一方 , 国書館 にいた 時間 は

15 分 + 5 分 = 20 分
～

したがって移動 のみの 時間 は

35 - 20 = 15 分
～

[
16 時 に 出発 して 16 時 35分 に 駅 に

着 いたので 学校 →駅 は 35 分

以 上 より B さんの 移動速度 は
3600 m ÷ 15 分 = 240 m /分



学校 → ちょう 国書館 → かもめ国書館
1800 m 600 m 1200 m

学校 → ちょう 国書館 の 移動時間 は
1800 m ÷ 240 m/分 = 75 分

m

いちょう 書館 → かもめ 国書館 の移動時間 は

600 m ÷ 240 m/分 = 25 分

かもめ 国書館 →駅 の移動時間 は
～

1200 ÷ 240 m/分 = 5 分
～

以 上 より B さんのグラフは以下 の 通 り

でちょう 書館 !
《国書館

罨
( ⑩

:
警0 '

, 0

かもめ
.

.

(

1譑
ノ : i
1

l

1

1

( i
i

.

.

l

1

1

1

.

.

! :
1

1

1

7
.

5 22 .

5

ー～～～

分7 .
5 分 15分 2

.

5 分 5 分

よってすれ違 た 時 間 は 16 時 23分 ～ 25 分 の 間
⇒ 凸



(エ ) 難問
問題文 の 条件 を

ー
の 示 すると左 の

～ " ^
～
o

通 り
。

①
ィ

ノー ローー、
ーへ

ィ 1BE
0
√(ー→、

1
1

ー
ュー

谷比 の 関係 から ④=② ⇒ ②= ①
したがって 比 をそろえると 下 国 のようになる

②
ー

いー "
、
\ロ ーー

ロ

回

L
"

,n、③ーーロー

ー④ー
OAIG E OEIB に

おいて 口 ABCD は 台形
なので ADIBC

.

*

Λ
0

よて 錯角 が 等 しい
から
LIAG = LIEB 一①
.

LIGA = LIBE -②



①
.② より 2 組 の 角 がそれぞれ 等 しいの
OAIG ∞ L EIBB

対応 する 辺 の 比 は 等 しので
AI : EI = AG :

EB
よって AI : E I = 1 : 3

次 に , □ AB CD と 合 同 で 反転 させた 台形 を

下 のように 書 き 頂点 を J . K とおく
AD = CK

, BC = DJ
.

PABKJ は 平行四辺形

口ヘーロヘ
し
.～
ー

ロ
ー③ ～ )

ーロ～
K

.

OAHJ と O E HB において

AJ 11 BK より 錯角 が 等 しから
LHAJ = LHEB ー③
∠ HJA = LHBE - ④

③
.

④ より 2組 の 角 がそれぞれ 等 しから
OAHJ ∞ O EHB

対応 する 辺 の 比 は 等 しいの
AH : E H = AJ : EB



よって

AH : EH = 6 : 3

= 2 : 1

以上 より 直線 AE 上 の 比 を 考 えると

い
ー①、ーロー

1

^ I * E☆
/
Λ1

比をそろえるとと

I t :一世品
ー

9
～の 0

^ I **よ@

よて

AI : IH : HE = 3 : 5 = .
～

-③⑧

連比 について )(

.←
世～ 4 ε 3 の 最小公倍数
A H E

③
√ は 口 なので 比 を

12 にそろえる

:. 世 × 3 = 12 . ③× 4=②



P
^

*
、

n
.

Λ
よって O BHI の 面積 S は

S = OABE
i
5 ー☆

AE を 底辺とする C と OABE
,

O BHI の 高 さ

は 等 しい。 よって面積比 は底辺比 となる
。

ここで OABE
,

OAED
. ODE C の

ー
ロ
、 高 さは 等 しいので

面積比 は 店辺比 となる
OABE ; OAED : ODEC

= 3 : 2 : 1

ー③ ーーロー

よて DABE : DAE CD = 3 : 3

= 1 :
1

したがって LABE は □ ABCD の 面積 の 半分 である
。



よって A 式 は

S = OABE Y 5
m

= DABCDYIENGABE
=

245BABCD ～
～

次 に □ CFH E ( = T ) を 考える

T = 0 BCF - 0 BEH

∞ □ BCF について

OABDEODBC

ー
ロ
.

高 さは 等 しいので
面積比 は 店辺比 となる

。

よって

OABD : ODBC

= 2 : 4

ーロー
= 1 : 2

.



O CODBF FBC

は 底辺 も 高 さも

等 しいので 面積 は
S

① ィ 寺しい。 よってて

② く OD BF : D FBC

婁 ィ = 1 ;
1

ー④ー

以上 より

OBFC = BT □ ABCD

0 HBF について

L HBE

= OABE × 124
～
.

= DABCD × I × 124r
-
*

^
i
α
.

= B × □ ABCDD

以上 より

= D ABCD- IPABCD「

NOBFC ABE

= □ABCD～



したがて

S : T = 25 ABCD : AABCDI

= 245 : 244
= 504
m

問 4
( ア )

ty = - x ± 9

∞

6

)

点 A は y = - x + 9 のグラフェにおり x = 3 なので

y = - 3 ± 9
= 6 ∴ . A (

3
. 6
)～



また , 点 A はよ = Axのグラっ 上にあり x = 3 .

Y = 6 なので

6 = ax 32 ⇒ a⑤

(イ )

_ 6

議 i議
6

y = - 簇x2

点 D と 点 E は Y 軸 につて 対称 なので
点 、 E の x座標 は 6 である

また 。 点 たは y = - 6xx のグラっ 上 にあり x = 6

なので

y = - # × 62

= - 6 : ∴ E ( -
6

. 6
)mmm



点 F は 直線 BD 上 にあり Y = 0 である
⇒ 直線 BD の 式 を 求 める

。

⇒ B
.
D の 座標 を 求 める

点 A と 点 B は

Y軸 について 対

(- 3 , 6
)

0

6
L

称 である
^

A ( 3 , 6 ) より

B ( - 3
.

6 )
m～

- 6 6
:

は : 点 D と 点 E は
く は 軸 について対

:
! 議

i 称 である
。

[

1

(- 6 , - 6 )
3 ー 6

E ( 6 , - 6 ) より

D (- 6
～二6 )

に 欠関数では 傾 き = 変 化 の 割合 なので

BD の 傾 き = 変化 の 割合

=

Y の 増加 量
x の 増 加量

籥
= 4



よて , 直線 BD の 式 は Y = 4 x t b とおける
。

これが
、
B - 3

,

6 ) を 通 るので
6 = - 12 tb ⇒ b = 18

: ∴直線 BD : Y = 4 xt18
mmm

点 F は y = 4 x + 1 8 のグラフェにあり Y = 0 なので

O = 4 xt 18 ⇒ x = -

9

∴ . FC -29 .01
～～

II
9

( - 2 ,

0 )

ー 6

( 6 , - 6 )v

よ 。
て
,
直線 EF α傾 き m は

m =

Y の 増加量
x の 増加量
ー 6 t O

=

6 - ( - Ʃ)



量
?
= A ÷ B = A × B

よって

= - 6 ×② 0
=
-
6 ÷ ② 1=

- 6 ×②

④
よって

。

直線E F は y = - 74 x + とおける
。

n

これが F ( - 8 , 0 ) を 通 るので

0 =
- 4 , ( -

z
) tn

⇒ n-～
← Y = - x + 9

(ウ )

(- 3
,

6 )

( 9 , 0 )

s



点 G の x 座標 を S とする
。

点 G は 直線 BC 上

にあるので , 直線 BC の 式 を 求 める
C : y = - x + 9 のグラフェにあり Y = σ なので

O = - xt 9 ⇒ x = 9 : C ( 9
,

0 )

よ 。
て
直線 BC の 傾 きは

Y の増加量
x の 増加量=)

= 一土
したがて

。
直線 BC は y = - 1 x tb とおける

これが ( ( 9
,
0 ) を 通 るので

0 =
- ② tb ⇒ b = &

: 直線BC : y = - Ix + ～
～～

点 G はは = - 1 x + ② のグラェにあり x = S

なので

y = - Istz
9

∴G ( s . - Is +
I )



O BD G の 面積 につて

左国 のように 、

- 3
,

6 ) 9 四角形 から
6 . - ( -Ist )I

I 'Issiz 引いて求 め
1 9然

.

れ 3
3 つの 三 角形 を

$
ンIs「2 各点 の 情報から
1 辺 の 長 さは

SB 6 左国 のようになる

\
ノ

ロの 面積 : 12 × ( 6 tS ) = 12 s + 72

S ,
: Ix 3 × 12 = 18

Sa : Ix ( Is ) × (S + 3)3
9

= I ( Is )+3S + z

= 4 S
'

t 3S + 4
Ss : I × (S + 6 ) × ( 6 + I 's +Ʃ ) }

= I ( S + 6 ) ( - Is +芝 )

= IL - Is ' + 12 s + 63 )



63
ー= - 4

s

' ts t

2

よって

O BD G の 面積

÷ 12 st72 . ti84s .')～
m

口 S , S 2

= 12 s+ 172 -(
)

158
t07

=481
。 L D E G について

各 点 の 情報から

辺 の 長 さは

な 国 の通 り
÷
S + z

⑨

0
-

2

1

i

6

い
。 ハ 6
"



∴ ODE G の 面積

= ±× 12 × { 0 t ( - Ist 8 ) {

= 6 × [ - Is + 2 )
21

= - 3 s～3

OBDG =

O DE G より

st = - 3 st63481
④9

s

ぶs
=烈

問 5

( ア ) でロックの 個数 は 6 個 で 場所 が 3 か 所

あるので
,
でロックの 数 が 3 か 所 とも 同 じ

個数になるのは
6 ÷ 3 = 2個

である
。

.



谷場所 にブロックが 2 個 ずっ 置 かれるのは
① 操作 しで □

,

② を 場所 Q に 置 く

操 作 2 で ③ ④ を 場所 R に 置 く

⇒ a = 2
,

b = 4

② 小 作 1 で □ ② ③④ を 場所 Q に 置 く
操作 2でを① 回 場所 R に 置 く

⇒ a = 4
,

b = 2

の 2 通 りである 。

さいころを 2 つ 投 げたとき 出 る 目 の 総数 は

6 × 6 = 36 通 りなので 求 める確率 は

三
36

= 18
(イ ) 少 なくとも 1 か 所 のブロックの 個数 が O 個
⇒ 一 全 ての 場所 にブロックがあるとき
である 。

全 ての 場所 にブロックがあるのは
.

a p ただし a = 6 を 除 く ～
～a

= 6 のとき場所 Pのブロックがのの
O 個 になるため

② a cb ただし b = 6 を 除 く

～oncき 場所 P のブロッがb

0 個 になるため
のときである 。

① a ≥ b ただし a = 6 を 除 くのとき
a = 1 ⇒ なし



a = 2
,
b = 1 … 1 通 り

a = 3
.

D = 1
,
2 … 2 通 り

a = 4
ノ

b = 1
,
2

,
3 … 3 通り

a = 5
.

b = 1
.

2
.
3

.

4 … 4 通 り

:
1 + 2 + 3 + 4 = 10通 り ～
～

② a 〈 b
.
ただし b = 6 を 除 くのとき

a = 1
,
b = 2

,
3
,
4
,
5 の 4通り

a = 2
,

b = 3
,

4
,

5 の 3通り

a = 3
.

b = 4
,
5 の 2通 り

a = 4
,

b = 5 の 1 通 り

∴ . 4 + 3 + 2 + 1 = 10 通
りm

したがて 全 ての 場 所 にブロックが 置 かれて

いる 確率 は

= ②
36

よって 少 なくとも 1 か 所 のブロックが 0 個 に

なる確率 は

1
-30 = 36

然



問 6

( ア ) 円 すの 表 面積
= (半径 + 母線 ) × 半径 × π

= ( 4 t 10 ) × 4 × π

= 14 × 4 × 「π

= 56 π cm～
～

⑤

(別解 ) 円 すの 展開 国 は以下 の 通 り

直径 8 cm .

半径 4 cm
10 cm

直径 20 cm
↓ C ← 半径 10 cm

8cm

紐或ノ

底面 の 円周 の 長 さは

8 × π = 8 π cm

これがおうぎ形 の 周 の 長 さと 等しので

中 心角 を x とすると

20 ×π ×
や

- 8 Tπ
360

:
36=R5



以上 より

底面 の 円 の 面積
4 × 4 × π = 16 Tπ

おうぎ 形 の 面積
/0 × 10 × T π×=
2

= LO × 10 × π X 2
= 40 Tπ

よって 表面積 は

16 π + 40 π = 56 πmmm

(イ )

点 D から A B に 垂線 を

下 ろし . 交点 を H とする

ABIDH であり AB は

円 σ の 平面上 にあるので
円 OL DH

また EH は 円 O の 平面上 に

あるので EHLDH
く
H
: . □ DEH で三平方 を 用 い
⇒ EH

,
DH の 長 さを求 める

。



。 DH について

点 D . 点 O は
BCAB の

中点 なので 中点連結定理
より

\. ODIAC10
= 上 × 10 = 5 cm
～

ふ.
1 リ したがって

, ODO B は Do = DB

し
」
← の =等辺三角形 である 。

=等辺三角形 の 性質 から
H は O B の 中 点 なので

OH = I 0 B

= 2
cmmm

したがて , O D OH で 三平方 の定理 より

DH =√52 √25-

= Il cm
mm



EHにつて
∞ AO E について

OA = 0 E = 4 cm ( 円 の 半径 )

なので = 等辺三角形 である
。

∴ ∠ OAE = LOEA

LOAE = 1800 -60 ) ÷ 2
= 600

: LOAE = LOEA = 600

100)(
答 以上 より OAOE は 正三角形ー .

4 である
。

点 E から AB に 重線 を 下ろし 交点 を I とする
E

ハ
4 4 点 工 は OA の 中 点 なので OI = 2 cm

0 A
"
I

よって σ EO I で 三平方の定理
I )√
6* 石

=
2√3cmmm



よって OHI E で 三平方 の

定理 より

EH = N4+ーdV
= 207cmmmm =2

H
2-

ス
”

以上 より O D EH で 三平方 の 定理 より

DE =√) + 2 "

)
=√21 + 28
ー

= √49 = 7
= 7omm
～

②

( ウ )
∠ AOE = 60より 点 E は

円 σ の 月 周 の # となて
^

いる
。

*

(
600



側面 のおうぎ 形 の 展開 国 と 点 E
.
F の

位置 は 以下 の 通 りである 。

C F

い

ーくの 円 σ の 同 周 の 長 さがー^容
ー

邰 等 しいつ ⇒ 点 E は 弧 の 長 さの
A 0

E Be? t
おうぎ形 の 中 心角 を x とすると

20 π × 3 = 8π
～

～

おうぎ形 の
底面 の 円周 の

引風 の 長 さ 長 さ

: 36 = ⑤ x= 144

E F の 最短 は E F を 結 んだ線 が 直線 の

ときである
。

F

点 E はおうぎ 形 の 弧 の

長 さの 土 なので滯 ∠ ACE = 144
~

× も
E B

=24
?

点 B はおうぎ 形 の円 の 中 点 なので
∠ ACB = 1440 ÷ 2 =172

: L E CB = 72 - 24 = 480



120
?

F : L E CA

= 48
+

' 72 = 120

すO E F C を 抜 き 出 し

E

W

F C の 延長線 と E から

10 5√「
3

FC に 垂線 を 下 ろした

交点 を G とする
。

1200
r\600× GNノ \ LFCG = 180

~

- 1200
F
ヘ

5 C 5

= 600

したが 。 て O F CG は 30
-

60- 90 の 直角
三角形 である

。

: . CG : EC : EG = 1 : 2 :
β

10 cm

: CG = 5 0m
,

E G = 5√3 cm

したがて , OE F G で 三平方 の 定理 より

EF : √,02 攘 IF1
= √ 175 = 57

= 507cmum


